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日　時：平成２１年１０月２８日（水）
　　　１３：００～１９：００ （受付は12:30から）

会　場：グランシップ10階会議室　
　　　　 静岡県コンベンションア－ツセンター （静岡市駿河区池田79-4）

参加費：無料（交流会参加者は会費4,000円）

日　時：平成２１年１０月２８日（水）
　　　１３：００～１９：００ （受付は12:30から）

会　場：グランシップ10階会議室　
　　　　 静岡県コンベンションア－ツセンター （静岡市駿河区池田79-4）

参加費：無料（交流会参加者は会費4,000円）

主　催 静岡県、工業技術研究所静岡協議会、（財）しずおか産業創造機構主　催 静岡県、工業技術研究所静岡協議会、（財）しずおか産業創造機構

１３：００　開会（主催者等　挨拶）
１３：１０　講演　㈱ 三木製作所　代表取締役　三木 繁親 氏
１４：１０　研究成果発表会：研究開発助成企業
１５：００　休憩・展示見学
１５：３０　表彰式　　知事表彰：静岡県科学技術振興功労表彰、知事褒章
　　　　　　　　　　財団表彰：しずおか産業創造機構 理事長表彰
１６：００　講演　システムインテグレーション㈱　代表取締役　多喜 義彦 氏
１７：３０　交流会
１９：００　閉会
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１７：３０　交流会
１９：００　閉会

焼津水産化学工業㈱・東海部品工業㈱・三栄ハイテックス㈱焼津水産化学工業㈱・東海部品工業㈱・三栄ハイテックス㈱

※ 研究開発助成企業等、研究成果展示会　同時開催※ 研究開発助成企業等、研究成果展示会　同時開催

中小企業の技術開発、技術の融合化などを通じて新産業の創出を図ることを
目的とし、産学官の連携及び異業種間の技術交流を促進する。
中小企業の技術開発、技術の融合化などを通じて新産業の創出を図ることを
目的とし、産学官の連携及び異業種間の技術交流を促進する。

プログラム



「テクノサロン静岡2009」参加申込書

企業間連携と研究開発で
荒波を乗り越える！

研究成果の展示 出展予定企業・団体

研究成果発表

 フリガナ
会社名
所在地 〒

電　話　　　　　　　　FAX

（財）しずおか産業創造機構新産業発掘チーム行

FAX.054-251-3024
①申込方法　参加申込書記入の上、FAXまたは郵便にてお申し込みください。
②問 合 せ　財団法人 しずおか産業創造機構　新産業発掘チーム
　　　　　　〒420-0853　静岡市葵区追手町44-1　TEL.054-254-4512
③申込締切　平成21年10月23日（金）
④参 加 費　無料（交流会を除く）
⑤交流会参加費　4,000円（当日受付にてお支払いください。）

入力いただいた内容は、当事業の参加者把握に利用する他、事務連絡や関連事業の情報提供のために、（財）しずおか産業創造機構が利用することはありますが、
第三者（関係者を除く）に公開するものではありません。また、交流会では、交流会参加者名簿を配布させていただきます。

部　署／役　職 氏　　名 講 演 交流会

講　演

㈱電興社

焼津水産化学工業㈱

（株）三木製作所

代表取締役　三木 繁親 氏

東海部品工業㈱

三栄ハイテックス㈱

鰹・鮪煮汁を利用したアンセリン高含有素材の量産化と応用に関する研究開発

プロフィール

講 演 概 要

高硬度スーパーエンジニアプラスチックの新しい射出成型加工技術に関する研究開発

線形応答型小型広ダイナミックレンジカメラモジュールの開発

焼津水産化学工業㈱

東海部品工業㈱

村田ボーリング技研㈱           
           
           
河合光学㈱           
           
           

㈱GF技研

㈱石川製作所           
           
           
西山工業㈱           
           
           
ETAK　今野　武士           
           
           テクノコート㈱ スナオ電気㈱

㈱タイム

㈱東海アクアノーツ

㈱我楽

天然新素材科学研究所㈱

㈱アルトス

研究会・大学等の紹介

㈱柳屋本店

㈱アオイ

三栄ハイテックス㈱

フジ日本精糖㈱           
           
           

大五通商㈱

㈲丸善冷機工業

１９８０年大阪府立工業高等専門学校機械工学科卒業、同年カネカ入社、１９８５年国
際協力事業団より青年海外協力隊でフィリピン科学技術大学に派遣。任期満了後の
１９８８年三木製作所入社。１９９３年代表取締役就任。ベンチャービジネスコンペ大
阪２０００先進技術開発賞受賞。経済産業省創造技術研究開発補助事業。大阪ものづ
くり優秀賞２００８受賞。ＫＡＮＳＡＩモノづくり元気企業２００９（近畿経済産業局）など

大阪の西淀川区で精密金型メーカーを営む同氏は、主宰する異業種交流グループにお
いてロボット開発のプロジェクトを立ち上げ、ロボカップ世界大会で優秀な成績を収め
るなど、ユニークな活動が注目されています。不況に負けない元気な中小企業として
「普通の町工場から研究開発型の町工場へ」「日本で一番長く続いている異業種交流グ
ループ（ＮＫＫ：西淀川経営改善研究会）の活動と秘密」「ＮＫＫから生まれたロボットプロ
ジェクトの秘話」など企業経営者の元気が出る話をしていただきます。

ものづくりのビジネス
モデルと知財戦略
～これからの時代、製造業の経営戦略～

システムインテグレーション（株）

代表取締役　多喜 義彦 氏
プロフィール

講 演 概 要

1951年生まれ。1970年大学在学中より開発設計の受注を始める。創業。1988
年システム・インテグレーション株式会社設立、代表取締役に就任し、現在に至る。新
商品開発プランナーとして、新事業開発から商品の具体的開発、販売まで幅広い分
野をてがけ、現在４０数社の技術顧問を務める。日経ものづくり誌に「開発の鉄人-現
場をゆく」を連載中。

１００年に一度と言われる大不況、中小企業を取り巻く経営環境は厳しさを増していま
す。新しい製品やサービスを開発する中で、その技術や品質に大きな問題は無いように
見えますが、ただ一点、コスト競争力だけが問題となっています。よいモノ、よいサービ
ス、なのにコストが合わないと言われているのが現状です。本講演では、これからの製
造業の経営戦略として、コスト競争に巻き込まれない為の、ものづくりのビジネスモデ
ルと知的財産権の重要性を、開発の鉄人が分かりやすく解説します。


